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令和7年度
入職式を行いました！

　2025年4月1日、令和7年度の入職式をホテル日航姫路光琳の間
で執り行いました。今年度は、看護師12名、薬剤師1名、歯科衛
生士1名、診療放射線技師1名、臨床検査技師3名、理学療法士2
名、作業療法士2名、ケアスタッフ1名、薬剤助手1名の合計24名
が新たに入職し、東理事長より「医療を取り巻く環境は待ったな
しの問題や課題を突き付けられ、大きな変革の時代になる。皆さ
んには【今あなたに必要な病院へ】というミッションのもとで自
身の夢を実現するとともに仲間とともに当院を将来に向かって繋
いで欲しい」と挨拶があり、一人ひとり辞令を受けました。ま
た、新入職員を代表して薬剤師の田路真野さんが「姫路中央病院
で早く一人前の医療人として成長し、患者さんのニーズに応えら
れるよう精一杯努力します。そして、地域の皆様に愛され、必要
とされる病院づくりに貢献できるよう尽力してまいります」と力
強く謝辞を述べました。入職式終了後、2日間にわたり オリエン
テーションを行い、東理事長の講演、金丸病院長の講義の他、病
院の概要、医療安全や感染対策、接遇とマナー、個人情報保護や
防災訓練等の研修を受けて医療の現場で働くための基礎となる知
識や心構えを学び、医療従事者としての一歩を踏み出しました。



　1年を経て、看護師2年目での目標は患者さんの疾患だけに目を向けるのではなく、療養
生活を支えることが出来るように関わっていくことです。
　入職してからの1年は、知識や技術が未熟であることで日々のやるべきことに精一杯にな
ってしまい、日常生活援助の時間を作ることが難しかったです。除々に1人でできることも
増え、環境にも慣れてきたことで、患者さんに親身に関わる時間が増えてきました。
　療養生活を支えることは、患者さんの安心にも繋がります。私が目指している看護は
『患者、家族の立場になり安心できる看護を実践すること』です。2年目では、私の武器で
ある笑顔と初心を忘れず、今まで以上に自己研鑽に励み、目指している看護の実践に繋げ
ていきたいと思います。

フレッシュ通信

看護師　徳永　悠花　さん

年度が新しくなり、新しい職員も増えたので万一の火災発生時に備え、
消防訓練と題して消火器の使用方法や避難経路の確認を行いました。職
員一人ひとりが真剣に取り組み、防災意識の向上につながる有意義な訓
練となりました。

消防訓練を実施しました



　早期発見・早期治療をサポート！
　　　　　～PET/CT装置のご紹介～

　地域医療を支えるSPECT装置の更新

　当院では2025年3月に新規PET/CT装置を
導入しました。従来機器に比べてTOF技術
を用いた高解像度の画像を提供でき、大幅な
時間短縮と微細な病変を早期に発見すること
により、より迅速で的確な診断が可能となり
ました。
また、アミロイドPET/CTと認知症疾患医療
センターとの組み合わせにより、アルツハイ
マー型認知症の正確な診断と治療が可能にな
ります。

鮮明かつ高コントラストの画像提供が可能 TOF技術ではアミロイドPET/CTにおいて極めて重要でより
高画質な撮像が可能です

PET/CT画像 アミロイドPET/CT画像

2024年12月に新規SPECT装
置を更新しています。体内に放
射線医薬品を投与し、この放射
線医薬品が臓器や組織に集まる
様子を画像化することで画像診
断することが可能となりまし
た。脳や心筋交感神経の活動を
定量的に評価し認知症の診断に
役立てています。
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